
  [image: ]



  Acoustic Guitar World vol.92

  


  ＜目次＞

  

  ◆ギタリストインタビュー〜高尾和樹

  

  ◆特別対談　垂石雅俊x夏目友平x滝川博信

  

  ◆伊藤賢一 雑感コラム 　アコースティックはお好き？

  

  ◆ラストギター小山のアコースティックギター 一期一会

  

  ◆イベント・ライブ情報

  

  ◆あとがき

  

  

  

  [広告] LAST GUITAR

  [広告]sign-pole records

  



  [広告]LAST GUITAR


  [image: ]



  ギタリストインタビュー〜高尾和樹

  


  2016年12月にファーストアルバム「LIFE」をリリース。アコースティックギター、クラシックギター、ハープギターと駆使し、様々な音楽を奏でる高尾和樹さんに、影響を受けた音楽やアルバム制作について、音楽活動に対する思いなど様々なお話しをしていただけました。
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  -ギターを始めたきっかけはどのようなことでしょうか。

  

  高尾和樹(以下、高尾)：小学校6年生の時の担任の先生が、ホームルームなどの時間にギターを弾いていたんです。それを見てギターって面白そうだなと思いました。あんな箱からこんな音が出るというのが面白そうと思ったのがきっかけですね。その後、中学一年生の夏にギターを買ってもらいました。

  最初はストロークで弾き語りをしたのですがあまり面白くなくて(笑)、一週間くらいで飽きて放置してました。

  再開のきっかけは、中学二年生の時に親から押尾コータローさんを教えてもらい衝撃を受けました。それとちょうどその頃、我が家にカナダからの留学生が来ていて、彼からメイソンウィリアムズが演奏している「Classical Gas」の音源を教えてもらいました。こういうのを弾いてみたいと思いましたね。

  それから押尾さんの曲を必死でコピーして、半年くらいでライブでを始めました。地元岡山の倉敷市にある「音楽舘」というライブハウスでは昔からインスト系のギタリストがライブをされていたのですが、僕が中学三年生の時に岸部眞明さんが来られました。このライブを聴いて、ギターってこんなにも美しい音がするんだと感動しました。打ち上げにも参加させていただいてお話しさせていただきましたね。その後、岸部さんの曲もたくさんコピーしました。そこから今に至るまで、岸部さんにはとてもお世話になっています。

  

  -ソロギター以外の音楽を聴いていましたか。

  

  高尾：中学生の頃はソロギターをひたすら聴いてました。高校生の頃からはジャズ、フュージョンを聴くようになりましたね。パット・メセニー、ラリー・カールトン、リー・リトナーなどです。パット・メセニーはソロギターアルバムも出していて、コンサートにも行きました。

  高校三年生の時だったと思いますが、パット・メセニーがオーケストリオンという、ギターと自動演奏装置でセッションするという試みをしていました。これにも影響を受けて、ルーパーやギターシンセを使っていろいろな音を混ぜることを一時期やっていました。

  ギターのスタイルで言えばフラメンコも大好きで、特にビセンテ・アミーゴはよく聴きました。ラテンも好きで、7弦ギターのプレイヤーなんですがヤマンドゥ・コスタのプレイはとても好きですね。

  あとは中学生の頃に吹奏楽部やマーチングバンドでチューバを吹いていたので、今でも吹奏楽やオーケストラ、マーチングを聴くのは好きですし、歌モノもアーティストにはあまり拘らず幅広く聴いたりしています。

  

  -高校卒業後はどのような活動をされていましたか。

  

  高尾：卒業してから1年くらいはギターばかり弾いていて、その後ホテルやレストラン、病院などで演奏の仕事をいただくようになりました。多い時は年に200本くらい演奏しましたね。

  アコースティックギターは場所やシチュエーションを選ばず、小さなカフェなどであれば生音でもできるし、ホール等で大きな音量でもできます。バンドやエレクトリックな楽器と違ったアドバンテージだと思います。

  

  -現在は普通のアコースティックギターの他にもハープギターやナイロン弦のギターも使われていますね。やりたい音楽性が広がってきたのでしょうか。

  

  高尾：音楽性もありますが、それぞれのギターの音色が好きなんです。本当はどれか一つにしぼって集中するべきなのかもしれないですが、どうしてもそれぞれの良さを使いたいと思い、ファーストアルバムではスティール弦、ナイロン弦、ハープギターの3種類使用しています。

  

  -ハープギターを始めたきっかけはどのようなものですか。

  

  高尾：僕が中学生の時にYoutubeが浸透してきた頃で、マイケル・ヘッジスの「Because It's There」を見てこれはすごいなと思いました。どうしても弾いてみたいと思っていた時、ちょうどネットオークションにヘッジスが使っていたサブベースが5弦のタイプのハープギターが出品されていて。未成年ではネットオークションではできないので親に相談したのですが、やめときなさいと言われました(笑)。6弦で練習するように言われましたね。その時からずっとハープギターはいいなと思ってました。

  その後スティーブン・ベネットを知りました。ヘッジスはニューエイジ系でタッピングを多用してますが、スティーブン・ベネットはトラディショナルでベーシックな演奏でこの演奏スタイルも良いと思い、あらためてやってみたいと思いましたね。

  それからしばらく経って、江坂のドルフィンギターズさんにユーズドのハープギターが入荷したみたいで、サイトに公開されてすぐに大阪に住んでいる兄が試奏しに行ったんです。そこで僕の知らない間に兄が購入し、それを僕に何も言わずに送ってきたんです。突然届いたのでかなり驚いたんですが、自分は弾く時間が無いからお前が弾けということでした。いい兄を持ったなと(笑)。それを今でも使っています。

  

  -ハーブギターは誰かの演奏を参考にしていますか。

  

  高尾：入手した直後は弾き方がわからないので、ヘッジスの「Because It's There」を耳コピしたり、スティーブン・ベネットの楽譜集が付いたCDを購入して参考にしたり、ライブにも行きました。それからミュリエル・アンダーソンがマーティン・テイラーと一緒に来日した時に、どのように弾いているのか観に行きました。

  

  -ナイロン弦も使われてますが、どのような使い方でしょうか。

  

  高尾：ナイロン弦を使っているとクラシックも弾かれるのですか、と聞かれますがクラシックは弾かないです。ジャズ系のギタリストである小沼ようすけさんやジョー・パスの全編ナイロン弦で演奏している「Unforgettable」などを聴いて、ナイロン弦の音がとても心地よくて。そんな時、地元でフルートと地元でユニットを組むことになりました。曲にもよるのですが、フルートとは鉄弦よりナイロン弦の方がよく溶け込むんです。そこから弾くようになり、ソロのパートでもナイロン弦は感情をのせやすく、人間の声に近いというか、鉄弦では難しかった表現がナイロン弦ではできたりしました。ナイロン弦と鉄弦は弾き方やタッチ、サウンドにマッチするボイシングが全然違うのですが、弾いてみるとあらためてナイロン弦の良さを感じ、ナイロン弦用の曲も作ったりアレンジを始めました。

  同じギターですが全く別物で、いろいろな発見があって純粋に楽しいですね。
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  -昨年12月にアルバム「LIFE」をリリースしましたね。どのようなコンセプトでしょうか。

  

  高尾：25才までに聴いてきたいろいろな音楽を表現したいというのがありました。一番重点を置いたのが、バラエティに富んだ内容にしたかったということです。ゆったりとしたバラードからリズムのある激しい曲まで、ギターも鉄弦、ナイロン弦、ハープギターと3種類使っています。とにかくいっぱい詰め込みたかったという思いで作った一枚です。

  

  -レコーディングは短期間で行われたのでしょうか。

  

  高尾：10代の頃からアルバムを作りたいとは思っていたのですが、なかなか一歩が踏み出せませんでした。

  今回は2016年の12月にリリースするということを決めて、夏頃から期間を決めてスケジュールを立てました。レコーディングをするにあたって、まずは自宅にスタジオを作るところから始めました。皆さんにそこから始めるのか！とつっこまれましたが(笑)。

  レコーディングからミックス、マスタリング、ジャケットデザインも全て自宅で行っています。

  

  -機材は少しずつ集めていたのでしょうか。

  

  高尾：機材は昔から好きで、ギターを始めた直後から自分でピックアップを作ったりしていました。市販のマイクを分解して組み直したりしましたね。お金が貯まったら中古で買うなどして、機材は揃えていました。今回のレコーディングの時に新しく買った機材はないんです。

  

  -全てを一人でやってしまうのはすごいですね。

  

  高尾：演奏に力を入れた方がいいかもしれないですけどね(笑)。何でも自分でやりたい性分なんです。ギターを弾く人は、演奏だけが好きな人と機材が好きな人と両極端に分かれるようですが、ギタリストからピックアップのことを教えてくださいと言われることもあります。そういったことで力になれるのなら、やっていて良かったと思いますね。

  

  -アルバムのリリースのために新しく作った曲もありますか。

  

  高尾：ありますね。曲はたまっていましたが、アルバムを作る時にフルアルバムであれば12曲くらいと考えて、これまで作った曲を12曲並べてみると偏りがありました。具体的にはバラード系がすごく多く聴いていると飽きてしまう感じがあり、これではダメだと思いました。激しい曲やボサノヴァのような曲をなど、半分近く新しい曲です。

  

  -使用したギターの詳細を教えてもらえますか。

  

  高尾：鉄弦、ナイロン弦、ハープギターとありますが、鉄弦は3本使っています。メインのWater Roadは鉄弦の大部分で使用しています。Deep Arteというモデルで、材質やインレイのデザインは製作家の増田さんにお任せして作っていただきました。Water Roadは1本ずつ全く異なるギターだと思います。僕のギターのインレイは、射手座なのでケンタウロスが施されています。

  昔から使っているTORU GUITARという、香川県の大西透さんの製作されたギターも使っています。僕は岡山なので、香川県は近いこともあり、中学生の頃から知り合いでその時から使っているギターです。もう一本はSUZUKAWA GUITARSという、鈴川弘也さんという製作家のトリプルオーのギターを1曲使用しています。

  

  ハープギターはHollowayというメーカーで、一時期マイケル・ヘッジスが使用していたハープギターのレプリカなどを作っていました。サブベースが6本のハープギターとしてはトラディショナルなモデルです。ハーブギターの奏法というのは奏者が少ないこともありスタンダードというのは確立していないと思うのですが、サブベースを普通にベースとして使用したり、ヘッジスの「Because It's There」のように左手で6弦の方をタッピングでしてハーモニーを作り、ベースでメロディを作るなど、いろいろな使い方があると思います。あとナチュラルなリバーブがあり、6弦の方を鳴らすと独特に共鳴したサウンドになります。このハープギターはベース側もホロウボディになっていてサウンドホールが2つあるので、音がステレオで聴こえて気持ちいいですね。重くて弾くのは大変なのですが、弾いていて気持ちがよいです。

  

  ナイロン弦は沖田ギター工房のモデルです。独特なオリジナルカッタウェイです。プロトモデルのようですが、トップ板を曲げてハイポジションを弾きやすくしています。ナイロン弦ではレイズドフィンガーボードというのがあって、ネックが高くなってハイポジションを弾きやすくしているモデルがありますが、発想はそれに近いと思います。普通のカッタウェイと違ってボディの容積はそれほど変わりません。

  

  -アルバムを聴いて、表現力の多彩さが印象的でした。丁寧に音色を変化させているように感じます。

  

  高尾：技巧的な楽曲も凄く魅力的なのですが、インストだからこそ歌もの以上に歌心を大事にしたいと思っています。とにかく歌うように、メロディをしっかり聴かせられるようにすることを一番意識しています。それがタッチの使い分けにつながっているかもしれません。

  

  -現在はどのような活動をされていますか。

  

  高尾：昨年ファーストアルバムを出したので、今年は全国的にツアーを行っています。レストランなどでの演奏をしていた時は、演奏の仕事ばかりで曲作りなどができなかったので、今も演奏の仕事をしてはいますがセーブしています。今後はいろいろなところを周りたいですね。東北や北海道に来てくださいという嬉しいメッセージをいただけるので、がんばって行かなければと思います。僕は旅などで風景を見るのが好きなので、いろいろな土地を回って、いろいろな体験をしたいですね。

  

  -そういった経験は曲作りにもつながりそうですね。

  

  高尾：そうですね。僕は小さい頃から自然に囲まれて山や海で遊ぶのが好きでした。曲を作った時に自分ではそんなに思わなかったのですが、お客さんにはそういったところが曲に出ていると言われました。海を感じますとか言っていただけることが多いです。

  

  -数年前にフィンガー・ピッキング・デイに出場されましたね。一度拝見しましたが、何度か出られていますか。

  

  高尾：いえ、エントリーしたのも2012年の一度だけです。当時はバラードを得意としていたのですが、このコンテストではリズムのある曲を演奏しました。すごく緊張しましたね。ライブとは全然違う空気なのでいい経験をしました。でも怖いので次からは申し込んでません(笑)。独特な空気で、プレッシャーがすごいですね。

  最近のライブに対する思いにもつながりますが、楽しんでもらいたいというのが一番なんです。コンテストというのはある意味楽しんでもらえるのかもしれないですが、ライブの空気感を聴いてもらって楽しかったと思ってもらった方が、僕にとっても収穫だと思うんです。

  

  -今後はどのような作品を作ろうと考えていますか。

  

  高尾：今もいろいろな楽器を使っていますが、それぞれの良さを出していきたいですね。僕らしいサウンドを作りたいです。アルバムを聴いて、これは高尾和樹のサウンドだとパッと思えるような曲をたくさん作りたいですね。

  パット・メセニーの影響かもしれませんが、新しい試みというのを常に模索していきたいです。パット・メセニーは第一線の大御所のギタリストなのに、常に新しい試みをしているんです。今は具体的なことは明確ではないですが、いろいろなことを思いついたら積極的に取り入れたいです。ギター1本で表現することだけにとらわれないで、自分にできることはどんどん取り入れてアウトプットしていきたいです。

  

  今年からツアーでライブを回るようになって、どうしたらお客さんに楽しんでもらえるかという思いが強くなっています。演奏がいい、曲がいいというのは前提ですが、そこから先にいかに楽しんでもらえるかです。ライブが終わって、あっという間でしたとか、また来たいですとか言ってもらえるようにしたいです。

  鉄弦だけでも2時間のライブをできますが、1,2曲だけでもハープギターを持っていった方がお客さんが喜ぶのであれば持っていきたい。お客さんに喜んでもらえることはどんどん取り入れていきたいですね。

  

  -最後にギターファンにメッセージをお願いします。

  

  高尾：僕は聴いていただいている方に楽しんでもらいたくて曲を作ったり演奏しているので、純粋に楽しんでほしいです。また、伝統を大事にしつつ他のギタリストの方がやっていないようなことをやってみたいという気持ちがあります。ライブも楽しんでいただけるにはどうしたら良いか、日々考えているのでぜひ足を運んでいただきたいと思いますね。アルバムもコンスタントに作っていくので、これからも聴いて頂きたいです。

  

  【2017年10月東京にて】


  


  

  高尾和樹　https://kazukitakao.jimdo.com

  

  1990年岡山生まれ

  ギターのみでさまざまな情景を表現する歌のないインストゥルメンタル音楽を演奏する。

  通常のギターに複数のベース弦が付加された世界的にも珍しいハープギターやナイロン弦ギター、スティール弦ギターを巧みに使い分ける。

  軽快な楽曲からしっとりとした癒しのサウンドまで幅広く演奏するスタイルはシチュエーションを選ばず多方面で支持され、CM音楽等も手がける。

  また、その繊細な音色は海外でも高く評価されている。

  ソロ活動で培った音楽性を元にした様々なジャンルのアーティストとのセッション、アンサンブルやサポートでの演奏も高い評価を得ている。



  特別対談　垂石雅俊x夏目友平x滝川博信

  


  ソロギターアルバム“カフェ日和”の楽譜集発売を記念して、ギタリスト垂石雅俊氏、ディレクター夏目友平氏、エンジニア滝川博信氏による対談が行われました。アルバム作りに携わったチームによる、それぞれの立場からみた制作風景やエピソードはとてもユニークで有意義です。

  

  記事提供：垂石雅俊

  

  TAB譜付きスコア「カフェ日和~癒しのギターでくつろぎのひととき~」よりサンプルとして「アメイジング・グレイス」のスコアのPDFファイルを提供いただきました。

  解説もついていますので、ぜひダウンロードして取り組んでください。

  

  http://www.aco-world.com/acoworld/vol91/AmazingGrace.pdf


  


  ■ギター・アルバム“カフェ日和”の企画経緯

  

  垂石：“ソロギター／カフェ日和”楽譜集の発刊を記念して、“カフェギター・シリーズ”の企画経緯をあらためてお伺いさせてください。

  

  夏目：自分がディレクターになったらギター作品をいろいろ手掛けたいと思っていました。当時、キングレコードにはクラシック・ギターとかアコースティック・ギターの作品がほとんどなかったんです。そもそも“カフェギター・シリーズ”のスタートは単純で、自分はクラシック・ギターが大好きなのに、世の中ではまだまだクラシック・ギターやギター・ミュージックの認知度が低いので、そこに切り込みたいと思っていました。

  

  垂石：レコーディング時に“サンバースト”を弾いた時、初めて聴いたというエンジニア・チームの皆さんにもウケが良かったのはうれしかったですよね。

  

  夏目：どうしてもクローズドな情報が多くて、そこにメスを入れたかったんです。“サンバースト”で言えば作曲者のアンドリュー・ヨークにしても、弾き手のジョン・ウィリアムスにしても、良いギター・ミュージックが世界にいっぱいあるのに一般の認知度が圧倒的に低い。いかに世間的に、あるいはギターは弾いているけどクラシック・ギターは知らないと言う層に聴かせるか、認知度をどう高めるか、ですよね。いろいろな人の意見もあったけど、「カフェ」をキーワードにし、非常に分かりやすい切り口にして、誰もが知っているポピュラー・ソングをベースにクラシック・ギターの音、演奏、楽曲、果てはクラシック・ギターの作品を広げたいっていうコンセプトで企画しました。

  

  垂石：ギター・ミュージックの啓蒙思想ですよね(笑)。企画書を頂いた当時の僕は、いろいろなスタイルのソロギターを学んだ後、ギタースクールを立ち上げたり、テキストの仕事を頂いたりしていました。リットーミュージックさんのご縁でお声掛け頂きましたよね。

  

  夏目：リットーミュージック社の知り合いに「ナイロンもスチールも(クラギもアコギも)弾けて、アレンジができる人います？」って聞いたところ、垂石さんの名前が上がりました。初めて会った時に「あ、この人とだったら面白いこと出来そうだな」と思って、いよいよ企画のスタートになりました。

  

  垂石：その頃の自分を育てて頂いたリットー鬼編集のＮ氏と、南澤さんにも本当に感謝しております！そんな経緯のカフェギター・シリーズ。選曲の意図や、こだわりなどをお願いできますか。

  

  夏目：選曲基準は、とにかく「万人が知っている」事。自分が興味ない曲でも関係なく、メガヒット曲を優先して選んでいます。その中にギター好きや、ややマニアックな方が反応しそうな曲も少しだけ混ぜるという方法論。好きな曲をめがけて手にした方には「全然知らない曲が入っているな、何だろう？」って思って聴いてみたギター曲とかを「意外に良い曲じゃん！」って思わせてみたり。逆に「なんだよ、カフェとか言って、誰もが知っている曲ばかりだな」って思った人には、「おお、何？宇宙飛行士も入ってんの？」みたいな意外性で攻めたり。

  

  垂石：アレンジしていても、レコーディングしていても、その変化球がやっぱり面白い！ “サンバースト”とか、２作目で収録した“タンゴ・アン・スカイ”とか、そういうクラシック・ギターのスタンダード・ナンバーも多数録音しましたよね。

  

  夏目：“カヴァティーナ”も、わりとクラシック・ギター寄りの楽曲だけども、やっぱり映画音楽。よりポピュラー音楽に近いという事で“サンバースト”も多分、理解してもらえるだろうと思い選曲したっていう経緯ですかね。 クラシック・ギター曲を違う側面からも見れる曲ですよね。収録曲の“スペイン”だって世間的にはチック・コリアのラテン・ジャズ寄りの曲だと思われているけど、イントロにはクラシック・ギター曲の名旋律、アランフェス協奏曲の第二楽章がしっかり入っている。ククラシック・ギタリストもビートルズは結構取り上げているし。そういう市民権は考え ましたね。

  

  垂石：“カフェ日和”をリリースさせてもらってから多くの方に「楽譜が欲しい」と言われ、やっと今日に至りました。頂いたアレンジの注文もギターファンにはグッとくる所が多かったと確信しています。

  

  夏目：“カフェ日和”では、ギターを学ぶと言った様な模範演奏などは全く意識しないでくださいって言っちゃいましたもんね。要するにギター弾き以外のユーザー、ギターを全く弾かないけどBGMとしてピアノを聴いたり、普通にギターの演奏を聴いたりする層にアピールしたいと。でもソロギターでインストゥルメンタルっていうと基本「飽きる」って言われちゃう事も多いじゃない？自分は全然飽きないけど(笑)。

  

  垂石：ギター1本でアルバム1枚を通してヴァラエティに富んだ音色をちりばめる。名曲をベースにギターの魅力を引き出すという命題のアレンジは、本当に楽しくやりがいのある仕事でした。初めてお会いした際の「ハーモニクスを多用せよ」っていう注文が僕には“くさび”のように打ち込まれています(笑)。

  

  夏目：飽きさせないアレンジというポイントが重要ですね。そしてギターの“ナチュラル・ハーモニクス”は、全くギターを知らない人にとってみたら「何？」って思う音色です。エレキ・ギターで言うと“ピッキング・ハーモニクス”を「あれ、なんてエフェクターですか？」って、弾き方なのに違う質問をしてしまう人がいるのと同じで(笑)。良い刺激を分かりやすく与えられる。もちろん“ストリング・ヒット”や“タンボーラ”、“トレモロ”などの特殊奏法もありますけど、ハーモニクスは結構インパクトが大きいと思っています。

  

  垂石：弾いていても、聴いていても、ハーモニクスの音はやっぱり気持ち良い！名前のとおり、メロディの中にハーモニクスが出てきてもあんまり違和感がないように、ナチュラルにハーモニクスを響かせることは考えました。

  

  夏目：弾き手にとっては難易度が上がりますね。根底にはやっぱり飽きの来ないアレンジを求めていたと思います。

  

  ■“ギター”との出会い

  

  垂石：そんな夏目さんの人となりを探ってみたいと思います。キングレコードのディレクター歴などから。

  

  夏目：ディレクターとしての仕事は2012年からです。いくつかコンピレーション作品も編成しましたが、いわゆるレコーディングにしっかり携わったのはこの垂石さんの「カフェ日和」が最初ですね。

  

  垂石：入社後すぐにディレクターになれるわけではないですよね。どういう経緯でディレクター職に？元々ディレクターになりたかったのですか？

  

  夏目：そうですねぇ。入社した時からディレクターにはなりたいと思っていましたから、実現するまでが長いですよね。名古屋で営業職、東京に戻ってJ-POPの宣伝担当、そして販売促進を担当した後に、ディレクターに。とはいえ、初めから制作に行ける人はごく稀ですしね。

  

  垂石：企画打合せで初めてキングレコードにお邪魔した時の第一印象は、レコード会社のディレクターさんに出会ったというよりかは、普通にギタリスト同士でギターの話題を交わしたと言う思い出が(笑)。

  

  夏目：“カフェ・ギター”企画のコンセプトは出来上がっていたから、自分の大学時代にはクラシック・ギターを弾いていたとか、そんな話で盛り上がったよね。

  

  垂石：そうそう！クラシック・ギター部ですよね。

  

  夏目：中央大学の古典ギタークラブです。高校ぐらいからエレキ・ギターも弾いていたので、バンドとか、軽音部とかのサークルも覗いたけど、ピンとこないままで。マンドリン部を覗いた後、クラシック・ギター部を覗いたら、ソロギターも弾いているし、アンサンブルもやっているし。 実は、高校生の時からクラシック・ギターは持っていたのね。一番初めに買ったギターはヤマハのクラシック・ギターなのよ。ランディ・ローズの“ディー”とか練習していたから「クラシック・ギターやってみるのも面白いかな」と思って気軽に入ったら、いろいろあった…みたいな。(笑)

  垂石：部長も経験されていましたよね。

  

  夏目：あれはジャンケンで負けてなったようなものだから(笑)。

  

  垂石：その音楽好きが興じてキングレコードに入社された？

  

  夏目：高校の時からずっとロックとギターが大好きでしたけど、就職は“失われた10年”の突入時期。就職氷河期のスタートでメチャクチャ大変でしたよ。200社ぐらいはセミナー受けながら、そりゃ音楽業界に入れればうれしくて、レコード会社も受けたけど、そんなの「行けたら良いな」、夢の夢ぐらい。

  

  垂石：でも、こうして無事入社されて、自分もお世話になって。ギターを始めたのは高校生でしたか。

  

  夏目：多分きっかけは“ザ・フー”と、“クイーン”、“ボストン”とか、その辺かな。“ディープ・パープル”と“レッド・ツェッペリン”を両方聴いて、パープルに走る(笑)。中学時代にラジオで“ホワイトスネイク”とか“ボン・ジョヴィ”とかは聴いていましたけど、ギターに特化して聴くようになったのは高校時代ですね。ギター自体にどうしようもなく魅力を感じたのは“ブライアン・メイ”がきっかけかもしれない。

  

  垂石：紛うことなくロック少年だったわけですね。

  

  夏目：“BOØWY”とか“ユニコーン”も聴いていたけど、一気に洋楽になりましたね。ハード・ロック、メタル、プログレ。でも“外道”とか“四人囃子”もその頃聴いていたから、雑食です(笑)。
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  ■“ギター・ミュージック”をディレクションする

  

  垂石：夏目さんに“カフェ日和”でお世話になってから時間が経ちましたが、これまでいろいろなギタリストと仕事をされてきたじゃないですか。

  その辺のお話を一気にご紹介出来たらと。

  

  夏目：そうですね。でも、直接自分がレコーディングでディレクションしている案件と、企画部分で携わっていて、直接レコーディングの現場に行かない案件と両方あるからね。

  

  垂石：企画部分は、“A&R”ですよね

  

  夏目：“アーティスト・アンド・レパートリー”の略ですね。企画部分と進行管理で携わる案件です。「ディレクション」って「指示」って事だけど、両方が混ざった「A＆Rをしながらディレクターもする」という人もいるしね。

  

  垂石：では携わった代表的なアーティストなどを是非。

  

  夏目：エリック・ジョンソン、トミー・エマニュエル、アンドリュー・ヨーク、ペッテリ・サリオラ、マイク・ドーズ。国内だと打田十紀夫、梶原順&安達久美、石井完治＆静沢真紀など。クラシック寄りだと木村大、キム・ヨンテ、松田弦、いちむじん。ロック系だと多いですよ、ＲＯＬＬＹ、外道、横関敦、菊田俊介、橘高文彦、Kelly SIMONZ、小林信一、THE SLUT BANKS、KENSO、まだまだ色々と（笑）

  

  垂石：多岐に渡りますよねぇ。

  

  夏目：ギター・レスなサウンドはほぼないと思う(笑)。

  

  垂石：打合せの度に「こんな事やりたい」、「あんな事やりたい」って話していた事が、ほぼ実現に向かっていて、びっくりしました。この“カフェ日和”も含めて、レコーディングの現場で“ディレクション”をするっていう事自体、なかなか話を聞ける機会が少ないので、いつも気にされている事などがあったら教えてください。

  

  夏目：楽譜は得意ではなくて、演奏を聴いて追える程度なので、自分の耳だけが頼り。ナイロンであろうとスチールであろうとエレキであろうと、どんな音楽であれ、自分の耳で良いと思った音を選んでアーティストに納得してもらう事は心掛けていますね。

  

  垂石：例えば“好み”に対してはどんなアプローチで決定させるのですか？

  

  夏目：まずはユーザーに聴いてもらうためのディレクションが大前提。最終的な細かい部分の善し悪しはやはり好みで選んでいますよ。アーティストと意見がぶつかっても、言わないで我慢して自分が気に入らない仕上がりになるよりは、話し合った上でお互いが納得したモノが良いと思っています。
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  ■レコーディング・エンジニアから見た“ギター・ミュージック”

  

  垂石：ここでは“カフェギター・シリーズ”全作品を通してレコーディング・エンジニアとして携わってくれた滝川博信氏も交えてお話をお伺いします。“カフェ日和”では、この“キング関口台スタジオ”で録音するとお伺いしていたのですが、下見も出来ない状態のまま当日を迎えてしまって(笑)。まずは、このスタジオが作られたのはいつ頃ですか？

  

  滝川：1997年です。音の響きを抑えた音響的に“デッド”なスタジオがトレンドになった頃です。

  

  垂石：“カフェギター・シリーズ”の定番として利用する事になった、この第2スタジオに入ってまずうれしかったのは、天井が高かった事。圧迫感があるRECブースでの仕事が多かったので驚きました。クラシック・ギターの自然な響きをそのまま聴いて録音出来た印象です。

  

  滝川：スタジオ内は反響音を止めた“デッドな響き”が基本です。ホールなどは逆に反響させようと思って作っていますよね。確かにこの第2スタジオは天井が高いから演奏中にそう感じてもらえたのかもしれませんね。

  

  垂石：過去、この“キング関口台スタジオ”でソロ・ギターを録音されたアルバム作品はなかったのですか？いわゆるクラシック・ギター・ソロでも、アコギでも。

  

  滝川：多分無いと思いますし、僕もクラシック・ギターのソロ・スタイルを録音した事はなかったので、夏目さんにお話を頂いた時に上司に相談しました(笑)。“鈴木大介”さんのギターの音をテレビCM用に録音した経験くらいだったので。

  

  夏目：アコースティックなギターに関しては、ホールなどのサスティーンが相性は良いんでしょうが、自分は録音の環境的にはスタジオが好きです。「ホールじゃなきゃ絶対にダメ」っていう、クラシック界のテーゼもありますけど、スタジオ録音でも良い音源はたくさんあります。アーティストにもよりますが、ホールの立地を含めて様々な要因でレコーディングが中断する事も多々あります。例えば外でヘリコプターや救急車が通ったとか、暖房で壁が軋んだので、良いテイクが録れていても使えないとか。

  

  滝川：録音した音を確認する“プレイ・バック”も舞台からモニター・ルームまで行くのに時間がかかったりね。ディスカッションをしながらテイクを重ねて作り上げていくというよりは、ディレクターやプロデューサーのOKが出るまで録音し続けて、後で編集したりしますね。“カフェ日和”は、まず、この誰もが知っているメロディを耳に入れていかなければいけない。ボワーンとぼやけた音像じゃないほうが良いとなると、スタジオの方がメリットは大きいですよね。録音プロセスも含めて、良い音作りを目指しました。

  

  垂石：レコードから流れてくる録音された音が「遠くでなっている音」なのか「近くでなっている音」なのか。「オン」、「オフ」の意識ですが、スマホやPCだけで音楽を聴いてしまうと確認が疎かになっていったり、それ自体を味わう事の喜びを再認識するきっかけになりました。

  

  滝川：出音がマイクから近いとクリアになる。音像がくっきりと、解像度が上がっているという状態なので、雑音が少ないですよね。ホール録音はマイクから遠ざけるとやはり雑音が増えるわけで、S/N比、音とノイズの比率が非常に大きな問題になってくる。“ボー” っていう暗騒音とかね。

  ギターはピアノなどに比べると弱音なので気は使いますしね。

  

  垂石：ギターは狭い音量レンジの中で、音色の魅力を引き出して、音楽の幅広さを表現するのが、また醍醐味ですし。ギタリストとしては小さい音でもとにかく微妙なニュアンスをしっかり出すっていうことが大事で すね。

  

  夏目：ホール自体の音像を「美しい」って判断も出来ますけど、スタジオ録音はダイレクトに弱音であるハーモニクスやアルペジオをしっかり拾えますしね。“カフェ日和”でもマイクも結構な数を立てていましたよね。

  

  滝川：ギターからいろいろな音が出ていても、結局、楽器は1つじゃないですか。音1つ1つに、弦1本1本にマイクを立てられるわけじゃない。 様々なマイクで録音した音を整合する、トラック・ダウンという作業があり、ここに気を使いますよね。この“カフェ日和”では随分と試行錯誤して苦労した点ですね。

  

  垂石：夏目さんは当時のレコーディングの際に、滝川さんに音の注文は何かしていました？

  

  夏目：最初はそんな話は全然していなかったかも。ポピュラー、クラシックと分けて考えてもいなくて、とにかく“はっきりとしたクリアな音”で録れれば良いかなと思っていました。

  

  滝川：夏目さんが好きなジョン・ウィリアムスの音源を聴いたら結構近い音。部屋感があって好みで言ったら結構好きです。ギターっぽい。楽器の本来の大きさと音を如実に表している感じですね。好みの問題は「気持ち良けりゃ何でも良い」とは思いますので、自分の「気持ち良い」録音は何なのかなっていうのを考えてみるのは面白いですよ。「自分はこういう音が好きなのだけど、これ、実はどういう音なのか。AとBで比べて「自分が好きなこのギターの音は、どういう所で録っていて、どういう録音方法をしているのかを考えたり調べたりしても面白いと思います。録音場所はCDのジャケットに記載されている事も、ままありますしね。

  

  垂石：エンジニアの滝川さんから感じた「ギター・ミュージック」の“面白さ”みたいな事を教えてください。

  

  滝川：全部1人で表現してしまう、自分でメロディも弾きながらオケも演奏するような感じじゃないですか。これは意外に大きくて、録音する時もこの点に結構、気を遣いました。後は特殊奏法など、音色が他の楽器に比べて多い。爪で弾いたりピックで弾いたりはもちろん、ボディーを叩いたりする発想ってなかなか出ないですよ。

  

  夏目：あと、チューニングもね。

  

  滝川：そう！囚われないというか、楽器の形状も変わっていたり、ボトル・ネックとかいろいろな小道具も使えたり。伝統楽器じゃなかなかこうはいかない、割と革新的な所も魅力ですよね。オーケストレーションがしっかりした楽器ゆえの多彩さ、でしょうか。

  

  垂石：まさにギターは小さなオーケストラですね。
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  ■「ソロ・ギター／カフェ日和」 読者の皆様へ

  

  垂石：最後に読者の皆様に楽譜集「カフェ日和」について一言！

  

  夏目：垂石さんには「弾いて楽しいっていうより、聴いて楽しいアレンジにして欲しい」っていう注文をさせてもらったので、ちょっと弾くには難しいアレンジになっている部分はあるかもしれません。ですが、「この有名曲群をこのアレンジで楽しむ」っていう事を楽しんで頂きたいですね。

  

  滝川：録音中、結構、聴いていて弾きたくなりますよ。やっぱり聴かせたいアレンジだからだね。弾いて誰かに聴かせて「お、すげえ」って思われるでしょ？例えば“ティアーズ・イン・ヘヴン”とか、「１人でこれ弾けちゃったらカッコよくね？ (笑)」みたいな所がある。

  

  垂石：ええカッコしいは原点ですからね！

  

  滝川：そう。だから例えば高校生男子が「クラシック・ギター習っていて…」とか言って彼女の前で弾く、あの感じで。

  

  夏目：そこで “アメイジング・グレイス”とか“星に願いを”とか！ “禁じられた遊び”も良い曲ではあるけど、それだけじゃなくて。

  

  滝川：年齢、性別は関係なく。「ちょっと練習してみたんだよね」って言って親しい人の前で弾くっていうのには、コレ！良いです。

  

  夏目：お洒落に決める！やっぱりアレンジの妙ですよ。

  

  垂石：「キメる！」がテーマですね！ (笑)

  


  


  【読者プレゼント】

  

  垂石雅俊さんがキングレコードからリリースされた「ソロ・ギター/カフェ日和」〜癒しのギターでくつろぎのひととき〜のTAB譜付スコアとCDをサイン入り、セットで1名様にプレゼントいたします。

  

  

  ・申込要項

  Acoustic Gutar Worldのメール　info@aco-world.com　宛に、

  タイトル：読者プレゼント

  本文：「カフェ日和」希望、アンケートとして、好きなギタリスト2名をご記入ください。(任意）

  

  申込期間は2017年12月24日(日)〜2018年1月3日(水)となります。

  当選者には2018年1月4日(木)メールにて連絡差し上げます。


  


  

  TAB譜付スコア

  「ソロ・ギター/カフェ日和」~癒しのギターでくつろぎのひととき

  http://amzn.asia/9oUxcbw
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  垂石雅俊氏の通販サイトから予約の際はサイン本として販売予定

  https://tarugitarre.thebase.in/

  確定いたしましたら情報を更新いたします。

  

  価格：2,160円 楽譜： 112ページ

  出版社：ドリームミュージックファクトリー

  

  曲目

  ・虹の彼方に

  ・タイム・アフター・タイム

  ・ティアーズ・イン・ヘヴン

  ・マイ・フェイヴァリット・シングス

  ・追憶

  ・ヒア・ゼア・アンド・エヴリホエア

  ・フライ・ミー・トゥ・ザ・ムーン

  ・イエスタデイ・ワンス・モア

  ・アメイジング・グレイス

  ・サンバースト

  ・僕の歌は君の歌 (ユア・ソング)

  ・カヴァティーナ

  ・スペイン

  ・星に願いを

  ・ポートレイト

  

  「アメイジング・グレイス」PDFファイル

  

  http://www.aco-world.com/acoworld/vol91/AmazingGrace.pdf

  

  

  CD「カフェ日和」~癒しのギターでくつろぎのひととき~

  http://amzn.asia/1jdYQb6
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  価格：1851円

  発売日：2012/11/7 レーベル: キングレコード

  

  1. 虹の彼方に(オーヴァー・ザ・レインボー)

  2. タイム・アフター・タイム

  3. ティアーズ・イン・ヘヴン

  4. マイ・フェイヴァリット・シングス

  5. 追憶

  6. ヒア・ゼア・アンド・エヴリホエア

  7. フライ・ミー・トゥ・ザ・ムーン

  8. 宇宙飛行士

  9. イエスタデイ・ワンス・モア

  10. アメイジング・グレイス

  11. サンバースト

  12. タイム・トゥ・セイ・グッバイ

  13. やさしく歌って

  14. 僕の歌は君の歌(ユア・ソング)

  15. カヴァティーナ

  16. スペイン

  17. 星に願いを

  

  


  


  【プロフィール】

  垂石雅俊　http://masatoshi-taruishi.com

  

  1977年2月18日生まれ。福島県出身。

  2012年にキングレコードにてメジャーデビュー。

  ギタリスト・プロデューサー・アレンジャー・コンポーザー・CEOの顔を持つ。

  多数のレコードや著作のリリースをはじめ、「モーリス・フィンガーピッキング・ディ」の審査員や、自身がプロデュースするイベント「ギターカーニヴァル」のオーガナイザーなど、ギターにこだわった音世界を拡散中。

  キングレコードより「カフェ日和～癒しのギターでくつろぎのひととき～」など、多数。著書に「弾きたい曲からはじめる！私のクラシックギターシリーズ」「ソロ・ギター練習帳」（リットーミュージック社刊）など。

  そのたおやかなギターサウンドはTV、ラジオなど、多くの主要メディアでも用いられている。日本スイーツ協会認定のスイーツ・コンシュルジュでもある。

  音楽教室ギターレ＆エアストはコチラ　http://www.saimusic.jp/

  

  

  夏目友平（キングレコード/ ディレクター）
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  1972年生まれ。千葉県出身、東京都在住。

  中央大学法学部政治学科卒業。

  1996年キングレコード入社。

  名古屋支店営業職、本社J-POP宣伝班を経て、ストラテジックマーケティング本部に異動、販売促進業務に携わり、2012年よりディレクターを務める。

  洋楽、邦楽、音楽ジャンルを問わず、ギター系作品を中心に制作業務を担当。

  趣味はギター音楽探究、サッカー観戦、読書、飲み歩き、ラーメン巡りなど。

  

  

  滝川博信（キング関口台スタジオ/ チーフ・エンジニア）
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  1970年生まれ。

  横浜市出身。

  横浜国立大学卒業後、1993年よりキングレコード録音部にてキャリアをスタート。

  キングレコードのスタジオ部門の子会社化により、キング関口台スタジオへの転籍を経て、2016年より同スタジオのチーフ・エンジニアを務める。

  膨大な作品のレコーディングに携わり、そのセッションはロック、ポップス、歌謡曲・演歌、クラシック、ジャズなど多岐にわたる。趣味はPC自作、野球観戦など。



  伊藤賢一 雑感コラム 　アコースティックはお好き？

  


  スティール弦とナイロン弦のアコースティックギターを使用し、その個性を生かした美しい音楽を奏でる伊藤賢一さんによるコラムです。演奏だけでなく、ギターそのものに対する造詣も深い伊藤さんのマニアックなお話をお楽しみください。

  


  第28回　この一枚を聴く（18）

  

  アコースティック・ギター・ワールド読者の皆さんこんにちは！ギタリストの伊藤賢一です。

  2017年最後となる今回は「まさにアコースティックな音楽！」であるにも関わらず、アコースティック・ギター愛好家の中で「このバンド大好き！」という人に出 会ったことがないという稀有な存在、インクレディブル・ストリング・バンドの3rdアルバム「The Hangman’s Beautiful Daughter」を紹介します。皆さん、ついてきてください。

  

  ～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～

  

  インクレディブル・ストリング・バンド（以下インクレ）が大好きな私としては、読者の皆さんともこの素晴らしさを分かち合いたいのだが、どうもインクレに関しては分かち合えない事が多い。

  

  理由はいろいろとあろうが、一言でいうと「つかみどころがない」という事だろう。

  楽曲に構成感が薄く、ノリで適当にやっているかのように聴こえるのがまず難点だ。

  そしてロビン・ウィリアムスン、マイク・ヘロン、2人とも歌唱法が特徴的である。浮遊感があるといえば褒め言葉だが、気まぐれにかけるヴィブラートは聴き手をかなり困惑させるようだ。「イントロだけ聴くとハッとするのに、歌が始まると気持ちがシャットアウトしてしまう」という意見もよく聞く。私自身は高校時代の多感な時期にインクレに出会い、すんなりとその魅力を味わえたので実はラッキーかもしれない。

  

  彼らは器楽演奏の達人である。そしてその全てがアコースティック楽器なのである。ギター、シタール、マンドリン、ハープ、笛、フィドル、チェンバロ、オルガンそれらを駆使して独自の色彩感を生み出す。トラッドでもカントリーでもフォークでもない。一番近いのは中東音楽、そして古楽的なノリがブレンドされる。リリースは1968年。サイケデリックの残り香が漂う時代に、このアルバムは全英5位を記録した。

  

  このアルバムは、彼らのアルバムの中でも比較的厳しい内容に感じる。ロビンとマイクならば私は圧倒的にロビンが好きなのだが、このアルバムは最もロビン色が強烈である。マイク作も長尺曲「A Very Cellular Song」を始めとして3曲あるが、他7曲はロビンの手による傑作揃いである。

  

  ロビンにしか書けないであろう叙情詩「Waltz Of The New Moon」。執拗に繰り返されるギターのダウンストロークに、ハープとチェンバロが美しく絡む。ロビンのボーカルは力強く、ロビンにしては割りと真剣に歌っていると思う。このキラーチューンからの「The Water Song」が実に美しい。チープなオルガンと笛のアンサンブルに乗って歌われる美しい旋律が愛おしい。

  アコースティック音の洪水のような内容だが、アルバム全編に漂うのはなんとも言えない不条理感。今の耳で聴くとドラッグ・カルチャーの影響が濃い気がしないでもないが、楽しく美しい音楽だと思う。でもその不条理な展開ゆえ、一枚を聴き通すのが苦しいという意見もよく理解できる。

  

  万人に愛される音楽では無いが、琴線に触れた人間にとっては得難い宝物になり得る、そんな音楽である。私のライブに来てくれたお客様から「ライブ良かったです。ところでインクレ最高ですね」と声をかけられる日が、いつかきっと来ると信じている。
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  伊藤賢一　http://kenichi-ito.com
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  1975年東京都新宿区生まれ 1994年　ギター専門学校（財）国際新堀芸術学院入学。

  1998年（財）国際新堀芸術学院卒業。以後ソロ活動へ。

  2001年フィンガーピッッキングデイ出場、チャレンジ賞獲得。

  2001年1stアルバム「String Man」リリース。

  2002年2ndアルバム「Slow」リリース。

  2007年3rdアルバム「海流」リリース。

  2010年4thアルバム「かざぐるま」リリース。

  2012年5thアルバム「Tree of Life」リリース。

  2013年ライブアルバム「リラ冷え街から」リリース。

  2015年初のギターデュオアルバム『LAST TRAP/小川倫生＆伊藤賢一』をリリース。

  2016年田野崎文(Vo)三好紅( Viora)とのトリオtri tonicaのアルバム「alba」リリース。

  2017年6thアルバム「Another Frame」リリース。



  [広告]sign-pole records
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  ラストギター小山の "アコースティックギター 一期一会"

  


  長年数多くのアコースティックギターを見てきた東京阿佐ヶ谷に店舗を構えるLAST GUITARの代表小山晃弘氏に、その経験を生かし思い入れあるアコースティックギターについて、カタログスペックだけでない特徴を語っていただきます。


  


  

  　いや〜寒い。ここ数日非常に寒いですな。ヒートテックが手放せない季節到来です。

  　年の瀬で皆さん慌ただしいですね。もちろん当店もですが。

  

  　実は先月の中頃、寒さとは縁の無い場所に行ってきました。ハワイです、ハワイ。

  　ギターの他にウクレレも多く取り扱う当店なのですが、11月17日から19日の日程で、選りすぐりのウクレレ製作家やメーカーが自慢のウクレレを展示販売するフェスティバルがホノルルのホテルで開催されたのですが、そこに視察と買付を兼ねて行って来ました。

  

  　前職時代から数えると20年くらいウクレレの販売にも携わってきたのですが、お恥ずかしながら初ハワイでした。

  　11月なのに暑くて、みんな短パンやサンダルで歩いてたり、ビーチやプールで泳いでいたり、海に沈む夕焼けが綺麗だったりまさに楽園でした。

  　ワイキキの目抜き通りはショッピングの人々が多くで少し気後れしましたが、少し郊外に行くと長閑で静かな場所もあってよかったです。

  

  　とはいえショー以外の時間は、カマカ、コアロハ、カニレア、イムアなどのウクレレ工場を回ったり、現地のウクレレショップに当社オリジナルブランド「Lasting」のウクレレを売りに行ったりと9割仕事で過ごし、つくづく貧乏性だなと思った次第でした。

  

  　しかしこう寒くなるとハワイが懐かしい〜

  

  　さあ、気を取り直してアコースティックギター一期一会です。
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  　今回ご紹介するのは1978年製　Greco W-800 です。来年で40年を経過しようとしていますので、ヴィンテージと言って良いと思います。

  　私自身、見るのが初めてなんでまさに一期一会ですね。

  　バックストリップにはGreco by TAMAと刻印されており、星野楽器の前身、多満製作所が製作を担当したと考えられます。

  　ということは工場は今でいうフジゲンでないかとは思うのですが、他の工場の可能性も否定は出来ません。

  　マーチンD-45の精巧なコピーモデルとして作られており、当時のカタログには30本限定と記載されておりますので大変に希少です。
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  カタログ上のスペックは

  ●表板＝スプルース単板

  ●裏・側板＝最高級ハカランダ

  ●ネック＝マホガニー

  ●指板＝エボニー

  ●口輪・裏・側板メキシコ貝入
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  　当時8万円のギターですが、「このクラスの商品がこの価格では二度と作れないでしょう　お早目にご注文ください」と記載されているので、当時としてかなり気合の入ったモデルだったと考えられます。※サイドバックのハカラランダは合板です。

  　年代故の弾き傷、打ち傷、ペグのくすみなどあるものの、ネック角度は理想的な状況で反りもありません。フレットには特定フレットでの目立った減りは見られず、弦高は6弦12Fで2.4mm 1弦12Fで1.6mmと低めに調整されています。ブリッジ駒からのサドルの高さは約2.5mmです。ブリッジピンは交換されています。

  サウンドはきらびやかで、箱全体で鳴る感じでさすが名門ブランド、グレコの最上位機種という感じです。良質で珍しいジャパンヴィンテージをお探しの方にオススメです。
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  　ジャパンヴィンテージと呼ばれるアコギの半分以上はマーチンコピーな訳ですが、その中でもオーラのあるものは通常は非常に少ないのですが、非常にオーラがある個体です。

  　久しぶりに自分でも欲しいやつが来ました。でもすぐに当店を去っていくことでしょう。
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  小山晃弘（コヤマアキヒロ）

  （株）ラストギター代表http://lastguitar.com

  マーチンギター日本総代理店本店店長時代に発表したブログ『店長小山のマーチン道』が好評を博す。

  2013年より東京、阿佐ケ谷に自身のショップLAST GUITARをオープン。鳴りのいい楽器を求め彷徨う日々です。
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  イベント、ライブ情報


  


  主にソロギターのイベント、ライブ情報をギタリストごと、アルファベット、五十音順にご案内します。


  


  ◇◇ライブ情報◇◇

  

  ■井草聖二　http://www.igusaseiji.com/

  

  2018年

  1/27(土)東京・六本木「六本木ライブバー softwind」　

  井草聖二 アコースティックギター・ソロライブ

  OPEN 13：00～ ①14：00～14：40 ②15：00～15：40

  40分×2ステージ・入れ替えなし

  料金2,500円+2オーダー

  お問い合わせ http://softwind.jp/live-schedule/2018/01

  

  

  ■伊藤賢一　http://kenichi-ito.com/

  

  2018年

  1/7(土)東京・新宿「伊藤賢一ギター教室内」　

  稲岡大介＆伊藤賢一　ジョイント・ライブ

  Open12:30 Start13:00

  チャージ2,500円

  

  1/20(土) 栃木・壬生「フォーシーズンズ壬生」　

  小川倫生&伊藤賢一　ジョイント・ライブ

  Open17:30 Start19:00

  チャージ3,500円(お食事付き)

  お問い合わせ　０２８２−２１−７１２８

  

  1/21(日)福島・須賀川「VIT Dalarna（ヴィート・ダラーナ）」　

  小川倫生&伊藤賢一　ジョイント・ライブ

  Open14:30 Start15:00

  チャージ3,500円(当日4,000円)

  お問い合わせ ０２４８−９４−６６２０

  

  1/24(水)東京・曙橋「Back In Town」　

  伊藤賢一ソロ・ギター・ライブ

  Open18:00 Start19:30

  チャージ2,700円

  お問い合わせ http://backintown.jp/index.php?z=545408

  

  2/16(金)愛知・名古屋「源」　

  伊藤賢一ソロ・ギター・ライブ

  Open18:50 Start19:30

  前売2,500円　当日2,800円

  お問い合わせ０５２−７５１−２５５０

  

  2/17(土)兵庫・神戸「アップルギターズ」　

  伊藤賢一ソロ・ギター・ライブ

  Open15:30 Start16:00

  チャージ2,300円

  お問い合わせ ０７８−３９１−１１３４

  

  2/18(日)兵庫・明石「ジャック＆ベティー」　

  伊藤賢一ソロ・ギター・ライブ

  Open13:30 Start14:00

  チャージ2,200円（１ドリンク付き）

  お問い合わせ ＊必ずご予約をお願い致します。

  メール、または電話でのご予約を承ります（なるべくメールでお願い致します）。

  メール： jack_betty_0810@yahoo.co.jp

  電話：０８０−１４６４−９８９０

  

  2/19(月)兵庫・川西「メナード川西美山台」　

  伊藤賢一ミニライブ付きイベント

  Start10:00

  チャージ1,000円

  お問い合わせ riesarosa@gmail.com

  

  3/15(木)大阪・枚方「サカミティー」　

  Indigo Note（三好紅va、伊藤賢一g）ライブ

  Open18:00 Start19:00

  チャージ2,500円（１ドリンク付き）

  お問い合わせ kenichi.ito.stringman@gmail.com

  

  3/16(金)兵庫・西宮「アンクルジャム」　

  Indigo Note（三好紅va、伊藤賢一g）ライブ

  Open18:30 Start19:30

  チャージ2,800円（別途2ドリンク）

  お問い合わせ ０７９８−６４−５４０５

  

  3/18(日)兵庫・姫路「岡こどもクリニック内」　

  Indigo Note（三好紅va、伊藤賢一g）ライブ

  Open13:30 Start14:30

  チャージ2,000円

  お問い合わせ ０７９−２４３−０３７３

  

  3/23(金)埼玉・南浦和「宮内家」　

  小松崎健&伊藤賢一　ジョイント・ライブ

  Open18:30 Start19:30

  チャージ2,970円

  お問い合わせ http://www.geocities.jp/miyatin5963/kuro.html

  

  4/22(日)東京・新宿「伊藤賢一ギター教室内」　

  竹内いちろ&伊藤賢一　ジョイント・ライブ

  Open12:30 Start13:00

  チャージ3,000円（スイーツとコーヒー付き）

  

  5/24(木)北海道・札幌「Jack In The Box」　

  小松崎健&伊藤賢一　ジョイント・ライブ

  Start19:00

  チャージ1,500円

  お問い合わせ https://plaza.rakuten.co.jp/bosca/

  

  5/25(金)北海道・札幌「岩本珈琲」　

  小松崎健&伊藤賢一　ジョイント・ライブ

  Open19:00 Start19:30

  チャージ2,500円（１ドリンク＆お菓子付き）

  お問い合わせ　０１１−８３６−２０１７

  

  5/26(土)北海道・苫小牧「此方（こち）」　

  小松崎健&伊藤賢一　ジョイント・ライブ

  Start19:00

  チャージ1,500円（１ドリンク＆お菓子付き）

  お問い合わせ https://tabelog.com/hokkaido/A0108/A010802/1049279/dtlrvwlst/B111288759/

  

  5/27(日)北海道・札幌「カフェふらっと」　

  佐藤洋一&伊藤賢一　ジョイント・ライブ

  Open14:30 Start15:00

  チャージ2,000円（１ドリンクとお茶菓子付き）

  お問い合わせ ０１１−５９０−１０８０

  【メール】 momokuma@imail.plala.or.jp （吉泉）

  

  5/28(月)北海道・小樽「なまらや」　

  浜田隆史&伊藤賢一　ジョイント・ライブ

  Open18:30 Start19:00

  チャージ前売2,500円　当日2,800円（共に1ドリンク付き）

  お問い合わせ 　０１３４−６１−７９３０

  

  

  ■打田十紀夫　http://www.tokiouchida.com/

  ※チケット購入→http://www.tab-guitar-school.co.jp

  

  2018年

  2/11(日)兵庫・神戸「アップルギターズ」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  Open16:30 Start17:00

  料金3,000円

  

  

  ■小川倫生　http://www.ogawa-michio.com/

  

  1/11(木)栃木・宇都宮「music bar Lynch」　

  Lynch Monthly Gig

  出演：小川倫生、読み書き堂

  22:15～ 、23:15～　2セット

  チャージ500円+1drink order

  お問い合わせ http://ogawa-michio.com/toi/

  

  1/13(土)栃木・真岡「そらまめ食堂」

  そらまめ食堂Live

  Open17:00 Start18:00

  チャージ3,000円 （1drink、そらまめ食堂特製ハンバーガーset）

  お問い合わせ TEL: 0285-82-5550

  

  1/20(土) 栃木・壬生「フォーシーズンズ壬生」　

  小川倫生&伊藤賢一　ジョイント・ライブ

  Open17:30 Start19:00

  チャージ3,500円(お食事付き)

  お問い合わせ　０２８２−２１−７１２８

  

  1/21(日)福島・須賀川「VIT Dalarna（ヴィート・ダラーナ）」　

  小川倫生&伊藤賢一　ジョイント・ライブ

  Open14:30 Start15:00

  チャージ3,500円(当日4,000円)

  お問い合わせ ０２４８−９４−６６２０

  

  

  ■押尾コータロー　http://www.kotaro-oshio.com/

  

  カウントダウン・コンサート2017-2018

  2017年12月31日（日）　開場19:30 開演21:00(終演予定24:45)

  石川県立音楽堂コンサートホール（石川）

  P席11,000円（指定）　S席9,000円（指定）　A席7,000円（自由）

  ※いずれも軽食、飲み物付　※未就学児童のご入場はできません。

  北國新聞読者サービスセンター 076-260-8000

  https://hk-event.jp/event/ev_detail.php?ed_no=1548

  〔ゲスト〕森昌子 / 押尾コータロー / 岡部磨知 / 保科有里 / 大島花子 / 中新賢人

  〔創作日本舞踊〕孝藤まりこ / 孝藤左近

  〔金沢芸妓の舞〕にし芸妓衆

  〔指揮〕鈴木織衛　

  〔管弦楽〕オーケストラ・アンサンブル金沢（特別大編成）

  

  押尾コータローアコースティックギターコンサート 2018 in 小牧 -Wing for Future-

  2018年03月18日（日）　開場16:00 開演16:30

  小牧市市民会館（愛知）

  一般4,000円　 U25(25歳以下)1,000円

  ※未就学児童のご入場はできません。

  ※U25（25歳以下）券は当日、証明書の提示が必要です。

  〔チケット発売所〕

  チケットぴあ（Pコード：349-776）など

  12/15(金)

  こまき市民文化財団 0568-71-9700

  

  

  ■伍々慧　http://gogosatoshi.com/

  

  2018年

  1/8(日)奈良「奈良県立美術館」

  奈良 ミュージアムコンサート

  出演 : 伍々慧

  Start14:00

  料金無料

  お問い合わせ 奈良県立美術館 0742-23-3968

  

  1/27(土)大阪・豊中「neiro cafe」

  伍々慧　完全生音ソロライブ

  Open17:00 Start18:00

  料金3,000円（要予約・オーダー）

  お問合わせ 　 neiro cafe 06-6842-7712

  

  

  ■小松原俊　http://www.shun-komatsubara.com/

  

  2018 年

  1/19(金)愛媛・松山「live music bar カラフル」

  小松原俊ソロライブ

  Open19:30 Start20:00

  前売り3,000円当日3,500円（共にドリンク代別途500円必要）

  お問合わせ 089-931-6112

  

  1/20(土)高知「Salon de LES PLUS」

  小松原俊ソロライブ

  Open18:00 Start19:00

  前売り3,000円当日3,500円（共に別途１オーダー必要）

  お問合わせ088-879-5095（LES PLUS）

  　　　　　 　090-5145-0315（関川）

  

  1/21(日)香川・高松「Music&Live RUFFHOUSE」

  小松原俊ソロライブ

  Open19:00 Start19:30

  前売り3,000円当日3,500円（共にドリンク代別途必要）

  ※チケット代金とは別にお飲み物1オーダーが必要になります。

  ※KIDSチケット（中・高校生対象【要学生証提示】）は￥１，７５０ (ドリンク別/税込)

  ※小学生以下は入場無料(要保護者同伴)

  お問合わせhttps://tiget.net/events/20222　

  　e-mail：ruffhouselive@gmail.com

  

  

  ■坂元昭二　http://www.december.co.jp

  

  2018年

  1/6(土)埼玉・南浦和「宮内家」

  坂元昭二 謹賀新年コンサート　VOL.6

  出演：坂元昭二、ONE-TRICK PONY、田中永美　

  Open17:30 Start18:30

  予約3,780円　当日4,320円（1D付）

  ＊打上げ2500円/人（飲み放題+食事付）

  お問い合わせ http://www.geocities.jp/miyatin5963/

  

  1/13(土)大阪「ミノヤホール」

  坂元昭二 謹賀新年コンサート　VOL.7

  出演：坂元昭二、亀岡利行、Tsukishin

  Open12:30 Start13:00

  予約3,500円　当日4,000円 ドリンク別　高校生以下1,000円割引

  お問い合わせ 　https://reserva.be/december/reserve?mode=service_staff&search_evt_no=02eJwzMTEwMgAAAv0A-w

  

  2/10(土)千葉「ジャズバー クリッパー」

  坂元昭二ライブ　～午後の茶話会～

  Open13:30 Start14:00

  予約2,500円　当日3,000円 ドリンク別途

  お問い合わせ 　tel. 043-239-9240 クリッパー

  

  2/17(土)埼玉・川越「小江戸蔵里　展示蔵ギャラリー」

  坂元昭二酒蔵コンサート

  時間未定

  料金2,500円

  お問い合わせ　Tel. 070-5020-7262　december@december.co.jp オフィスディセンバー

  

  

  ■ザビエル大村　http://www.eonet.ne.jp/~xavier-ohmura/

  

  12/27(水)愛知・名古屋「OTIS」

  ザビエル大村ソロライブ

  Open19:00 Start20:00

  料金1,500円＋テーブルチャージ300円（ドリンク別要）

  お問い合わせ 052-262-5038

  

  12/28(木)三重・鈴鹿「亜月」

  ザビエル大村ソロライブ

  OA：OKu-G

  Open19:00 Start19:30

  料金2,000円（ドリンク別要）

  お問い合わせ 0593-84-8027

  

  2018年

  1/20(土)東京・高井戸「Live spot Suzume（スナックすずめ）」

  ファンキー末吉はんと大村はん

  東海道五十三次　お歌のライブ

  ファンキー末吉 & ザビエル大村

  Open18:00 Start18:30

  料金2,500円

  お問い合わせ　xavier_guitar@ares.eonet.ne.jp

  

  1/21(日)東京・八王子「あーちゃんバー"たらふく"」

  ファンキー末吉はんと大村はん

  東海道五十三次　お歌のライブ

  ファンキー末吉 & ザビエル大村

  19:00頃からダラダラとスタート

  投げ銭

  お問い合わせ　xavier_guitar@ares.eonet.ne.jp

  

  1/22(月)東京・赤坂「ふらっとんカンティーナ」

  ファンキー末吉はんと大村はん

  東海道五十三次　お歌のライブ

  ファンキー末吉 & ザビエル大村

  Open19:00 Start19:30

  料金3,000円（Drink別）

  お問い合わせ　info@flatton.com

  

  1/23(火)神奈川・小田原「フォーク酒場 KA BOSS」

  ファンキー末吉はんと大村はん

  東海道五十三次　お歌のライブ

  ファンキー末吉 & ザビエル大村

  Open19:00 Start19:30

  料金3,000円（Drink別）

  お問い合わせ 　0465-46-7216

  

  1/24(水)静岡「UHU」

  ファンキー末吉はんと大村はん

  東海道五十三次　お歌のライブ

  ファンキー末吉 & ザビエル大村

  Open18:00 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円（Drink別）

  お問い合わせ 　054-253-1418

  　　　　MAIL： info@livehouse-uhu.com

  

  1/26(金)愛知・名古屋「Breath」

  ファンキー末吉はんと大村はん

  東海道五十三次　お歌のライブ

  ファンキー末吉 & ザビエル大村

  Open18:00 Start19:00

  料金3,000円＋ 1drink ＋ food

  お問い合わせ https://breath.shop-pro.jp/?pid=124198150

  

  1/27(土)愛知・西尾「さんがい亭」

  ファンキー末吉はんと大村はん

  東海道五十三次　お歌のライブ

  ファンキー末吉 & ザビエル大村

  Open18:00 Start18:30

  料金3,000円（Drink別）

  お問い合わせ 0563-57-4444

  

  1/28(日)三重・四日市「EAST」

  ファンキー末吉はんと大村はん

  東海道五十三次　お歌のライブ

  ファンキー末吉 & ザビエル大村

  Open18:00 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円（Drink別）

  お問い合わせ 　059-351-5010　　MAIL：bareast@nifty.com

  

  1/29(月)大阪・守口「鼓屋」

  ファンキー末吉はんと大村はん

  東海道五十三次　お歌のライブ

  ファンキー末吉 & ザビエル大村

  ゲスト：桂りょうば・植木陽史・京極由加

  Open18:30 Start19:00

  チャージ3,000円

  お問い合わせ　xavier_guitar@ares.eonet.ne.jp

  

  1/30(火)大阪・北浜「雲州堂」

  ファンキー末吉はんと大村はん

  東海道五十三次　お歌のライブ

  ファンキー末吉 & ザビエル大村

  Open18:30 Start19:30

  料金3,000円（Drink別）

  お問い合わせ 06-6361-3903

  

  1/31(水)兵庫・神戸「高架伍拾七」

  ファンキー末吉はんと大村はん

  東海道五十三次　お歌のライブ

  ファンキー末吉 & ザビエル大村

  Open18:30 Start19:30

  料金3,000円（飲食代別要）

  お問い合わせ　 078-578-6222

  

  2/1(木)大阪・堀江「5th Street」

  浜田隆史 ＆ ザビエル大村 ラグタイム・ギターの宴

  Open18:30 Start19:00

  料金2,500円

  お問い合わせ 06-6538-1533

  

  3/10(土)大阪・北浜「雲州堂」

  ザビエル大村 独演会

  Open18:30 Start19:30

  料金2,500円(Drink別）

  お問い合わせ 06-6361-3903

  

  

  ■下山亮平　http://r-shimoyama.guitarfreak.net/index2.htm

  

  12/27(水)大阪・豊中「neiro cafe」

  中川イサト 下山亮平　ジョイント・ライブ

  Open18:30 Start19:30

  料金3,500円（ドリンク別途）SOLD OUT〈満席になりました〉

  お問い合わせ TEL0668427712

  

  

  ■城直樹　http://naoki-jo.com/

  

  2018年

  1/14(日)福岡「島村楽器アミュプラザ博多店」

  初心者歓迎！「あなたも出演！ソロギターライブ！」（レッスン付！）＆城直樹ミニライブ

  【出演者】城直樹

  【セミナー＆城直樹ミニライブ開催時間】

  14:00-15:50

  【レッスン（希望者）】

  11:00-11:40

  11:50-12:30

  12:40-13:20

  16:00-16:40

  【料金】

  島村楽器会員　4,000円　/　一般￥4,300円

  （レッスン費用とライブ参加費用の合計金額です）

  お問い合わせ　TEL: 092-413-5415（森川）

  E-mail: mail@naoki-jo.com（城直樹）

  

  

  ■住出勝則　http://www.masasumide.com/

  

  2018年

  2/2(金)香川・高松「RUFFHOUSE」

  ～誕生日前野菜？～

  超スペシャル・ゲストあり！

  Open19:00 Start19:30

  前売3,500円　当日4,000円

  お問い合わせ https://tiget.net/events/19121

  

  2/3(土)大阪・高槻「MUSIC SQUARE 1624 」

  ～最強！アコギブルースの世界～

  ジェフ・アチソン　　ホスト：住出勝則

  Open17:00 Start18:00

  前売4,000円　当日4,500円

  お問い合わせ 072-691-1624

  

  2/4(日)大神奈川・横浜「PARADISE CAFE」

  ～最強！アコギブルースの世界～

  ジェフ・アチソン　　ホスト：住出勝則

  Open17:00 Start18:00

  前売4,000円　当日4,500円（税込・飲食代別）

  お問い合わせ 　045-228-1668

  

  

  ■竹内いちろ　http://mrgtr.web.fc2.com

  

  2018年

  1/8(月)三重・四日市「すわ公園交流館」

  第6回交流館フォークジャンボリー

  １１：００～１５：００　無料

  竹内いちろ　１４：３０～

  ＜すわ公園交流館＞

  http://suwakouen-kouryukan.com/index.html

  

  1/27(土)三重・四日市「久茂」

  Real Acoustic Live Vol.46

  野分　山崎のりこ（歌）竹内いちろ（ギター・歌）

  Open16:00 Start16:30

  料金2,500円

  http://mrgtr.web.fc2.com/yoyaku.html

  

  2/23(金)京都「村川久夢宅」

  竹内いちろソロライブ　生音

  Open18:30 Start19:00

  料金2,500円

  懇親会はソフトドリンクの方1,000円

  アルコールの方1,500円

  お問い合わせ　http://mrgtr.web.fc2.com/yoyaku.html

  

  2/25(日)三重・四日市「久茂」

  Real Acoustic Live Vol.47

  南野健司（歌・ギター）竹内いちろ（ギター）ジョイントライブ

  Open15:30 Start16:30

  料金2,500円

  http://mrgtr.web.fc2.com/yoyaku.html

  

  3/10(土)三重・四日市「久茂」

  Real Acoustic Live Vol.48

  十弦夢

  見掛英治（ベース）竹内いちろ（ギター）

  Open18:00 Start19:00

  料金2,500円

  http://mrgtr.web.fc2.com/yoyaku.html

  

  3/11(日)三重・四日市「すわ公園交流館」

  すわSUNDAYライブ

  竹内いちろソロライブ

  14:00〜15:30

  無料

  お問い合わせ　http://suwakouen-kouryukan.com/index.html

  

  5/12(土)三重・四日市「久茂」

  Real Acoustic Live Vol.50

  竹内いちろ（ギター・歌）

  Open15:30 Start16:30

  料金2,500円

  http://mrgtr.web.fc2.com/yoyaku.html

  

  5/19(土)兵庫・尼崎「浜名医院内　Den Hall」

  竹内いちろソロライブ（生音）

  Open14:30 Start15:00

  料金2,000円

  お問い合わせ　den-1833@nike.eonet.ne.jp

  

  

  ■田中彬博　http://tanakaakihiro.com

  

  12/27(水)京都・河原町五条「アウノウンパーラ」

  田中彬博 - Unplugged vol.6 -

  Open19:00 Start19:30

  料金3,500円（1ドリンク付）要予約

  お問い合わせaunounparlour@gmail.com または　080-3873-2121（担当：岸本）

  

  2018年

  1/20(土)兵庫・尼崎「浜名外科医院 DENホール」

  “Pure Acoustic Live vol.90"

  Open14:30 Start15:00

  料金2,500円要予約

  お問い合わせ den-1833@nike.eonet.ne.jp（浜名外科医院）

  

  

  ■豊田渉平　http://shoheitoyoda.com

  

  12/29(金)京都「Hotel Ethnography」

  Heartwarming Winter Concert ＠Hotel Ethnography

  Start20:00

  料金：1000円（ホテル宿泊者様は無料です）

  お問い合わせ Tel 075-708-7858

  

  12/30(土)京都「賀茂窯」

  三十日詣【音霊ライブ and 宇宙のお話】＠賀茂窯

  13:00~15:00 上賀茂神社に三十日詣

  15:00~18:00 セミナーとライブ

  料金6,000円(ドリンク、スコーン付)

  お問い合わせ Tel　075-723-0554

  

  

  ■西村歩　http://www.ayumusic.com/

  

  2018/01/20（土）

  【福岡県福岡市】

  会場：御縁屋

  （福岡県福岡市中央区天神3丁目5-12）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：092-781-1815

  開場／19：00　開演／19：30

  料金：2,500円（別途ドリンクオーダー）

  

  2018/01/21（日）

  【福岡県】

  Morris Fingerpicking Day 2018 九州予選ゲスト出演

  会場：島村楽器イオンモール筑紫野店イベントホール

  （福岡県筑紫野市立明寺434-1イオンモール筑紫野3F）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：092-918-1040

  

  2018/02/03（土）

  【熊本県宇土市】

  会場：cafe rest pocket

  （熊本県宇土市新松原町49-3）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0964-23-5347

  開場／12：00　開演／13：00

  料金：前売2,000円　当日2,500円）

  

  2018/02/17（土）

  【小林市】

  会場：フラワー

  （宮崎県小林市細野１９０６ 第3迎ビル 2F）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0984-22-3572

  開場／18：30　開演／19：00

  料金：2,500円（1ドリンク付き）

  

  2018/03/15（木）

  【福井県】

  会場：Bar Jake

  （福井市順化一丁目10-9ドリームタウン2F）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：090-4167-2735

  開場／１９：００　開演／２０：００

  料金：2,000円（別途1ドリンクオーダー）

  

  2018/03/16（金）

  【石川県】

  会場：ポンポロプーF&Pホール

  （石川県白山市中町30）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：076-214-6236

  開場／　開演／

  料金：前売2500円 当日3000円（１ドリンク付）

  （18歳未満特別料金）前1500円 当日2000円

  

  2018/03/17（土）

  【富山県】

  会場：カプリチョ

  （富山市永楽町22－18）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：076－442－7216

  開場／18：30　開演／19：00

  　 料金2,500円（1ドリンク付き）

  

  2018/03/18（日）

  【愛知県】

  会場：Denpo-G Studio

  （愛知県一宮市丹陽町伝法寺字西野田３１３５）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  info@denpo-g.com

  開場／17：00　開演／17：30

  料金：2,700円

  

  2018/03/22（木）

  【奈良県】

  会場：Music Stage Pick

  （奈良県奈良市三条町499-1 F&Fビル２階）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0742-24-3288

  開場／19:00 開演／19:30

  料金：2,500（ドリンク別途要）

  

  2018/03/24（土）

  【和歌山県】

  会場：cafe & bar musica

  （和歌山市中573-19 Estacionふじと台ステーションビル東館1階）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：073-488-7660

  開場／18：30　開演／19：30

  料金：2,000円（+ワンオーダー）

  

  

  ■西山隆行　http://www.musictail.net/nishi/

  

  2018年

  1/27(土)岡山・倉敷「島村楽器イオンモール倉敷店」　

  Feel the Maton Guitars.

  出演：西山隆行

  時間未定

  入場無料

  お問い合わせ 086-430-5666 島村楽器イオンモール倉敷店

  

  1/28(土)香川・綾川「島村楽器イオンモール綾川店」　

  Feel the Maton Guitars.

  出演：西山隆行

  間未定

  入場無料

  お問い合わせ087-870-8055 イオンモール綾川店

  

  2/12(月)鳥取・日吉津「島村楽器イオンモール日吉津店」　

  Feel the Maton Guitars.

  出演：西山隆行

  間未定

  入場無料

  お問い合わせ0859-37-0624 島村楽器イオンモール日吉津店

  

  2/18(日)愛媛「島村楽器エミフルMASAKI店」　

  Feel the Maton Guitars.

  出演：西山隆行

  間未定

  入場無料

  お問い合わせ089-961-8890 島村楽器エミフルMASAKI店

  

  

  ■浜田隆史 http://www.geocities.jp/otarunay/

  

  2018年

  1/21(日)東京・西荻窪「音や金時」　

  出演：小松崎 健（ハンマーダルシマー）／浜田 隆史（ギター、歌）

  Open19:00 Start19:30

  料金2,700円（要別途オーダー）

  お問い合わせ TEL:03-5382-2020（お店）

  

  1/22(月)神奈川・藤沢「バー ケインズ」　

  出演：小松崎 健（ハンマーダルシマー）／浜田 隆史（ギター、歌）

  Open19:00 Start19:30

  料金2,500円（別途オーダー）

  お問い合わせ tel : 0466-28-5584（お店）

  

  1/23(火)東京・下北沢「Little Bergen (リトルベルゲン) 」　

  出演：小松崎 健（ハンマーダルシマー）／浜田 隆史（ギター、歌）

  Open19:00 Start19:30

  料金2,000円（要別途オーダー）

  お問い合わせ　tel : 070-5581-7581（リトルベルゲン）

  

  1/24(水)神奈川・横浜「Earthly Paradise」　

  出演：小松崎 健（ハンマーダルシマー）／浜田 隆史（ギター、歌）

  Open18:30 Start19:00

  料金2,500円（お通し付き）＋1F1Dオーダー

  お問い合わせ tel : 045-319-4518（お店）

  

  1/25(木)東京・高円寺「ムーンストンプ」　

  出演：小松崎 健（ハンマーダルシマー）／浜田 隆史（ギター、歌）

  Open18:30 Start19:30

  料金2,500円（別途オーダー）

  お問い合わせ tel : 03-3310-6996（お店）

  

  1/26(金)東京・高円寺「ぽれやぁれ」　

  出演：Sally Lunn（プサルテリウムetc.）、小松崎 健（ハンマーダルシマー）／浜田 隆史（ギター、歌）

  Open19:00 Start19:30

  料金2,800円（別途オーダー）

  お問い合わせ tel : 03-3316-0315（お店）

  

  1/27(土)東京・高円寺「クラスタ」　

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／超ゲスト：覆面シンガー（ギターと歌）

  Open18:00 Start19:30

  料金3,000円（２ドリンク券つき）

  お問い合わせ 042-326-8184（クラスタ）

  

  1/28(日)千葉・市川「SHUICHI MIYOSHI Gallery」　

  出演：三好紅（ヴィオラ）、小松崎 健（ハンマーダルシマー）、浜田 隆史（ギター、歌）

  Open15:00 Start16:00

  料金3,000円（ワイン、おつまみ付き）20名限定

  お問い合わせ gm87safflower@gmail.com

  

  1/29(月)埼玉・南浦和「宮内家」　

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／特別ゲスト：一 卓嗣（ギター）

  Open18:30 Start19:00

  料金3,240円（ワンドリンク付）

  お問い合わせ tel : 048-788-6033（宮内家）

  

  1/30(火)愛知・名古屋「Art & Music SPACE「源」 」　

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）

  オープニング：村上 宏治（馬頭琴）

  Open18:50 Start19:30

  前売2,500円　当日2,800円

  お問い合わせ　Tel & Fax: 052-751-2550（源）

  

  1/31(水)京都・祇園「洋食 かるみあ」　

  出演：ゆあさ まさや（ギター）／スペシャルゲスト：浜田 隆史（ギター、歌）

  Open18:00 Start19:30

  ライブチャージ2500円+別途当日2500円（1ドリンク(アルコールもOK)付洋食ディナーコース

  お問い合わせmasayayuasa0302@gmail.com

  

  2/1(木)大阪・堀江「5th Street」

  浜田隆史 ＆ ザビエル大村 ラグタイム・ギターの宴

  Open18:30 Start19:00

  料金2,500円

  お問い合わせ 06-6538-1533

  

  2/2(木)兵庫・姫路「みんと 」　

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／ゲスト：岡本 靖朗（ギター）

  Open18:30 Start19:00

  前売2,000円　当日2,300円

  お問い合わせ Tel : 090-5972-5157（みんと）

  

  

  ■松井祐貴　http://yuki-matsui.com/

  

  2018年

  2/24(土)神奈川・横浜「岩間市民プラザ」

  馬車道SPLアンダーグラウンド8

  出演：Bohemianist / 日々かりめろ /High Ball Lab. / 松井祐貴 / style-3!

  Start15:00

  前売1,000円　当日1,500円（1ドリンク別）

  http://yukimatsui.theshop.jp/items/9273777

  

  3/10(土)東京・二子玉川「KIWA」

  ～Brand New Days～

  Open18:00 Start18:30

  前売4,000円　当日4,500円（1ドリンク別）

  チケット販売：11/01(水) 9:00〜

  

  

  ■丸山ももたろう　http://shonan.cside1.com/index.shtml

  

  2018年

  1/18(木)兵庫・神戸「ブラザース・アンド・シスターズ」

  タット＆丸山ももたろうジョイントライブ

  出演　タット・丸山ももたろう

  Open19:00 Start19:30

  料金未定

  お問い合わせ 　ブラザース・アンド・シスターズ　TEL 078-332-0208

  

  

  ■矢後憲太http://acoustic-kenta-y.jimdo.com

  

  2018年

  2/18(日)埼玉・南浦和「宮内家」

  矢後憲太 ソロギターライブ

  Open11:30 Start12:00

  料金2,160円（１ドリンク付）

  お問い合わせ048-788-6033

  

  3/25(日)埼玉・南浦和「宮内家」

  矢後憲太 ソロギターライブ

  Open11:30 Start12:00

  料金2,160円（１ドリンク付）

  お問い合わせ048-788-6033

  

  ■吉川忠英　https://www.facebook.com/chuei.yoshikawa

  

  2018年

  1/13(土)埼玉・南浦和「宮内家」

  Live＠南浦和[ライブ＆カフェ宮内家]

  Open18:30 Start19:00

  料金3,780円（別途1ドリンクオーダー要）

  終了後に打上げあり：2,160円(飲み放題＋食事）

  お問い合わせ048-788-6033

  MAIL: hj020066-3923@tbh.t-com.ne .jp

  

  1/21(日)東京・目黒「Gallery Lynx-i」

  チャリティーライブ＠目黒[Gallery Lynx-i] 〜小沢一雄ユーモアアート展も同時開催

  Start16:00

  料金3,500円（チャリティーラッフル・軽食・飲み物付）

  ※収益の一部は、ツシマヤマネコを守る会と福島の子供 達の為に寄付されます。

  ※席数に限りがありますので、必ず事前にご予約をお願 いいたします。

  お問い合わせ ランクスアイ Tel.03-3493-1078

  

  1/26(金)東京・曙橋「BACK IN TOWN」

  Live@BACK IN TOWN〜ゲスト:斎藤ネコ(Vl.)

  Open18:00 Start19:30

  料金3,780円

  お問い合わせ TEL03-3353-4655

  backintown@nifty.com

  

  

  ■わたなべゆう　http://www.watanabeyu.jp

  

  12/30(土)大阪・寝屋川「お好み焼き はふう」

  初田悦子 Presents 「ライブがはねたら忘年会！！in 香里園 はふう vol.2」

  出演：初田悦子 (vo) . わたなべゆう(Agt)

  Open16:00 Start17:30

  ライブチャージ3,000円+忘年会費3,500円=6,500円

  (ドリンク2杯+宴会コース付き！)

  お問い合わせ TEL：072-833-0862

  

  2018年

  1/6(土)福井「福井県総合グリーンセンター 　ウッドリームホール」

  ～William SONGS IN THE PARK～

  出演：わたなべゆう　初田悦子　 天然デンネンズ　ウイリアムクラシック

  Open13:30 Start14:00

  大人（中学生以上）2000円

  子ども（小学生以下）無料　

  お問い合わせ watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  1/8(月)大阪・桃谷「CAFE アニィー」

  ～わたなべゆうギターレッスン～

  14：00～16：00

  ￥3,000 (1ドリンク付)

  ※団体レッスンとなります

  お問い合わせ TEL：06-4305-0772 (CAFE アニィー)

  

  1/8(月)大阪・桃谷「CAFE アニィー」

  ～わたなべゆうソロライブ～

  Open16:00 Start17:00

  料金2,500円 (別途 1ドリンク)

  ※ギターレッスンに参加された方は1ドリンク付き2,500円とさせていただきます！

  お問い合わせ TEL：06-4305-0772 (CAFE アニィー)

  

  1/14(日)大阪・茨木「cafe なかちよ」

  ～わたなべゆうソロライブ～

  Open14:30 Start15:00

  料金2,000円（別途ケーキ＆ドリンク代）

  ︎新年会

  17：30〜（予定）

  参加費2000円（お食事＆ミニライブ付き。）

  お問い合わせ watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  1/28(日)兵庫・伊丹「クロスロードカフェ」

  〜わたなべゆう新春ソロライブ atクロスロードカフェ〜

  Open18:30 Start19:00

  料金2,800円

  お問い合わせ watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  2/4(日)大阪・大正「サレガマ」

  ~新春あしゆライブ〜

  出演：わたなべゆう（アコースティックギター）　池田安友子（パーカッション）　上原周平（ベース）

  Open18:00 Start19:00

  料金3,000円（別途１ドリンク＆１フード ）

  お問い合わせ watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  2/10(土)東京・恵比寿「ドルフィンギターズ 恵比寿店」

  わたなべゆうX︎初田悦子『風の電話』発売記念コラボレーションライブ

  Open19:00 Start19:30

  料金2,800円

  お問い合わせ watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  2/11(日)福島「VIT Dalarna」

  わたなべゆうX︎初田悦子『風の電話』発売記念コラボレーションライブ

  Open17:00 Start17:30

  料金2,800円

  お問い合わせ watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  2/18(日)大阪・玉出「壽光寺」

  〜わたなべゆう新春ソロライブ atお寺〜

  Open14:30 Start15:00

  料金1,000円

  お問い合わせ http://jukoji.com/

  

  2/25(日)大阪「みぃあ食堂」

  ～わたなべゆう新春ソロライブ atみぃあ食堂～

  Open12:00 Start13:00

  料金3,000円 (お食事付き)

  お問い合わせwatanabeyuumaru@yahoo.co.jp


  後記

  


  高尾和樹さんの演奏を初めて聴いたのが2012年のフィンガーピッキング・デイ。

  とても演奏能力が高く、テンポの早い曲を見事に弾きこなしていました。

  この年は豊田渉平さんが最優秀賞でしたが、高尾さんであってもそれほど違和感はなかったと思っていました。後日、バラード系の方がレパートリーが多いことを知り、非常に演奏能力の幅が広いギタリストと感じていました。

  ナイロン弦やハープギターも使用し、ソロ演奏でもバリエーションが多いのでライブはとても楽しめます。CDリリースを機に全国各地でライブを行うようになってきましたので、ぜひご覧になっていただきたいです。

  

  前号の続き、垂石雅俊さんの「カフェ日和」に関わる記事を掲載しました。

  ギタリストとディレクター、エンジニアの三者による対談であり、こちらも前回同様垂石さんからの提供記事で、他の媒体でも目にすることがあるかもしれません。

  いわゆるソロギタリストは個人でアルバム制作している方が多く、大手レコード会社からのリリースは稀なこともあり、こういったディレクター、エンジニアとの対談というのはなかなか珍しいと思います。

  ディレクターやエンジニアとはどんな人か、何をする人かピンとこない方もいらっしゃると思いますので、この記事でアルバムがどのような思いで作られているか感じて欲しいと思います。

  

  「カフェ日和」のスコア＆CDをセットで1名様へ読者プレゼントをさせていただきます。

  詳細は本文をご覧ください。


  シゲエダ ユズル

  

  


  


  Acoustic Guitar World



  ・web：http://www.aco-world.com/

  ・Facebook：http://www.facebook.com/acoguitarworld

  ・Twitter：https://twitter.com/AcoGuitarWorld

  

  問い合わせ：info@aco-world.com
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